
2023年度　順天堂大学　前期理系　第２問

問題 　 に適する解答をマークせよ。
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辺の長さが ア の正三角形である。
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4OAB を z 軸の周りに 1 回転して得られる立体を V とすると，立体 V と平面 z = t は
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のとき交わりを持ち，そのときの立体 V の平面 z = t による切り口は半径
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t2 の同心円で囲まれた部分となる。したがって，切り口の面積
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(2) 3点 O，A，Bを通る円 Cは中心が
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とき交点を持ち，その交点の座標は( ホ
E

マ

ミ
$ ム §

E

メ ¡ t2< ; E モ

ヤ
t; t@

と表される。したがって，円 C とその内部からなる円板を z 軸の周りに 1 回転して得られる立体の体積は
ユ

ヨ
¼2 である。
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